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2026年度 生乳需要基盤確保事業 独立行政法人農畜産業振興機構 後援

私たちはミルクでつながっています。 54Vol.

表紙・裏表紙イラスト：佐藤 香苗さん（イラストレーター）

INFORMATION15

Q&A Vol.14
お答えします！ミルクの気になるギモンQ&A
■ SNSやポスターで見かけるこのロゴは、何を意味しているの？

■ 東京都 ・ 町田市立南第四小学校
■ 町田市教育委員会、一般社団法人日本乳業協会

■ 牛乳・乳製品に関する消費者調査結果を公表

14

学術調査関連12

■ IDFワールドデーリーサミット2026
■ 国際Dairyレポート
■「2025年度 日本の持続可能な酪農研究会」オンデマンド配信中

国際関連11

生乳流通関連10
■「マテリアリティ」に関するプラットフォームサイト
■ 酪農乳業AWポリシー パートナーシップ協力者の申請状況

優良事例報告会

牛乳でスマイルプロジェクト4

6

2026年度事業計画8
Jミルク 2026年度事業計画の概要

■ 2026年度の主なスケジュール
■ ポータルサイト機能強化、ヨーグルトの需要拡大

特集2
6月1日は「牛乳の日」・6月は「牛乳月間」です
■ポータルサイトで情報集約＆発信
■イベント・キャンペーン情報、ツール提供など

■ 2025年度牛乳でスマイルプロジェクト優良事例
■ 受賞した7メンバーのご紹介

～ 酪農乳業のマテリアリティ実現のために ～

牛乳から社会へつながる学び
酪農乳業と連携し、「健康」テーマに全校実践
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需要拡大の取り組み ーミルクのために、ひとつになろうー

　「牛乳の日・牛乳月間」には、全国各地の酪農乳業団体や企業、ミルクファンなどによる、多様なイベントや
情報発信が行われます。今年は「牛乳でスマイルプロジェクト」の下、皆さまの活動をポータルサイトで集約・
発信することで、さらなるPRを図ります。現在、ロゴやチラシなどのデータも公開中です。「#牛乳でスマイル」を
キーワードに、酪農乳業関係者が一体となって牛乳月間を盛り上げましょう！

レシピは
こちら

レシピは
こちら

レシピは
こちら

「牛乳でスマイル」ロゴ

ストロベリー練乳アイス ミキサーなしでできる！
かぼちゃのポタージュ

牛柄ミルクプリン

「牛乳の日・牛乳月間」ロゴ 「熱中症予防」リーフレット

投稿期間 ： 2026年6月1日(月)～6月30日(火)

6月1日は「牛乳の日」・6月は「牛乳月間」です

DOWNLOAD ツールダウンロード

RECIPE この夏おすすめ！ミルクレシピ

「#牛乳でスマイル」で日本のミルクを応援しよう！

「牛乳の日・牛乳月間」に関する皆さまの活動情報
を、「牛乳でスマイルプロジェクト」ポータルサイト
に掲載します。全国の業界関係者や消費者への
情報発信にご活用ください。6月中も皆さまから
の情報をお待ちしています！

「ミルクと一緒にはじめよう 熱中症に負けな
い元気な体づくり」リーフレット（A4/両面）

　6月1日は牛乳の日！6月は牛乳月間です 今年は「牛乳でスマイルプロジェクト」サイトに特設ページを公開しました！
イベント一覧には皆さまからお寄せいただいた全国の情報を掲載中です 皆さまにとっても各地のイベントに足を運ぶ
きっかけとなれば幸いです SNS企画やレシピ紹介、ツールのご案内もぜひチェックしてください

コミュニケーショングループ 主任 西沢 彩乃 Ayano Nishizawa

「#牛乳でスマイル」で投稿しよう！

公式Xは
こちら

公式Instagramは
こちら

① まずは公式アカウントをフォローしてね！

② 「#牛乳でスマイル」
　 「#牛乳の日」(6/1)、「#牛乳月間」 (6/2～6/30)をつけて
    投稿しよう！ 

③ メンバーの投稿に「いいね♥」してつながろう！
※ハッシュタグ付きの投稿は、「牛乳でスマイルプロジェクト」、
　「一般社団法人Jミルク」の公式サイトや公式SNSアカウント（X、Instagram）で
　取り上げる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

世界のミルクファンとつながろう！

世界共通のロゴとハッシュタグはこちら！
1. ロゴ・バナー・その他 2. ハッシュタグ

#WorldMilkDay
#EnjoyDairy

　世界の酪農乳業関係組織で構成するGlobal Dairy Platform
（GDP）は、「世界牛乳の日（World Milk Day）」を盛り上げるため
に各国でキャンペーンを実施することを呼びかけています。

GDP

@milksmile_pj @milksmile_pj

EVENT イベント・キャンペーン

全国 Web関東

全国のキャンペーン・
イベント情報をチェック！

ダウンロード

各種PRツールのデータを無償
配布中。どなたでもご利用可能
です。
ロゴマーク／ポスター／のぼり／
横断幕・懸垂幕／サウンドロゴ

ダウンロード「牛乳でスマイルプロジェクト」 
にメンバー登録の上、ダウン
ロードしてご利用ください。

ご登録

#牛乳
でスマ

イル

2026/06/01（月）～ 2026/06/30（火）

「父の日に牛乳（ちち）を贈ろう！」
キャンペーン全国実施 

全国酪農青年女性会議／全国酪農業協同組合連合会

アイランド株式会社
（フーディストノート） 株式会社エブリー

（デリッシュキッチン）

雪印メグミルク株式会社

全国農業協同組合連合会 岩手県本部

2026/06/01（月）～ 2026/06/30（火）

特設サイトで酪農クイズを出題
正解者には抽選で賞品をプレゼント

神奈川県牛乳普及協会

2026/06/01（月）～ 2026/06/30（火）

テレビ神奈川で
牛乳月間のCMを15秒間放送予定

イベントや
SNS投稿などで
ご活用ください！

ポータルサイトで情報集約&SNS発信!
「牛乳の

日・牛乳月間」特設ページ
ポータルサイト掲載
受け付けフォーム

随時、更新中！

「牛乳でスマイルプロジェクト」
メンバーおすすめレシピを
ご紹介していきます！

#牛乳でスマイル

6月1日は牛乳の日
6月は牛乳月間

SNS投稿は共通ハッシュタグで！
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年末年始前
SNS企画

　「牛乳でスマイルプロジェクト」を中心に、全国の酪農乳業関係者が一体となって取り組んでいる、国産
牛乳・乳製品の需要拡大活動。2026年度からは、「取り組み内容の集約・可視化」「一体感・統一感の醸成」
「KPIによる効果検証とフィードバック」を柱に、活動をさらに充実させ、実効ある需要拡大を目指します。
Jミルクも、ポータルサイトでの情報発信とマッチング機能の強化、ヨーグルトの需要拡大策の策定・実施
などを通じて、関係者の連携を支援していきます。

ポータルサイト
はこちら

2026年度 主なスケジュール

2026年度以降の方向性

2 3112111098765

2026 牛乳の日・牛乳月間 2027

ヨーグルトの
需要拡大施策：第1弾

ヨーグルトの
需要拡大施策：第2弾

2026年度
優良事例報告会

ミルクフェス
2026

牛乳の日
牛乳月間

実効ある需要拡大に向けて活動を強化
可視化・一体化・効果検証を柱に、次のフェーズへ

取り組みの可視化・
ポータルサイトへの集約 一体感 ･ 統一感の醸成 効果検証

既存取り組みの可視化を推進し、データベー
スとしてポータルサイトの機能を充実させる

取り組みに一体感を持たせるため既存コン
テンツの統合や、個別の取り組みへの共通
テーマの設定、取り組みの連携などを進める

定期的なKPI検証とともに、自主的な取り組
み目標の設定と自己点検、優良事例の共有
などにより、モチベーション維持・向上を図る

　関連団体が参加する議論の場で、2026～28年度の「中長期事業戦略」を策定しました。継続的な
働きかけにより、若年層を中心とする消費者のヨーグルトに対する価値観や消費習慣の転換を図る
内容です。26年度は本戦略を基盤に、戦略的かつ具体的な需要拡大活動を実行します。

ヨーグルトの需要拡大

ポータルサイト

メンバー同士のマッチング機能とKPI設定

2026～28年度  中長期事業戦略の方針

コミュニケーショングループ 専任部長
金山 純一郎
Junichiro Kanayama

　今年度は、３か年計画の初年度として、若年層を中心にヨーグルトを“健康のための食品”だけでなく、
毎日の暮らしの中で気軽に楽しめる食品として認識してもらえるよう、さまざまな媒体や店頭施策など
を通じたコミュニケーション施策を展開していきます！

コミュニケーショングループ主任

ラフォリ 裕子 Yuko Lafolie

Masanori Hayashi林 雅典
事務局次長

　2025年11月にオープンした当サイトでは、「EVENT」「NEWS」ペー
ジでメンバーの皆さまが全国で実施されている酪農や牛乳・乳製品
の価値や魅力を伝えるためのさまざまな活動を発信しています。おか
げさまで最近では情報掲載希望のお声をいただけるようになってきま
した！今年度はメンバーの皆さまがご自身で情報掲載・編集できるよう
な「マイページ」を追加予定です。まずは多
くの方にプロジェクトを知っていただき、皆
さまが伝えたい情報を広く届けられるよう
なポータルサイトを目指してまいります！

　「牛乳でスマイルプロジェクト」事務局として日々感じているのは、全国各地に優
れた取り組みやアイデアが数多くある一方で、それらが十分につながりきっていな
いということです。今年度は国産牛乳・乳製品の需要拡大に向け、業界の枠を越え
たコラボや優良事例の共有を進め、「共にやってみたい」「一緒にやりましょう」が自
然に生まれる、チーム“牛乳でスマイル”としてのシナジー創出を強化していきます。
　そのために、ポータルサイトでの活動情報の見える化やマッチング機能の充実を
進め、事務局がハブとなって連携を提案してまいります。ぜひ皆さまからも提案や
相談をお寄せください。また、業界全体のKPIとその達成に必要な節目での各活動
の到達点を設定し、実需につながる活動を推進してまいります。ぜひ、ご協力を。

メンバー登録はポータルサイトで常時受け付け中！

チーム“牛乳でスマイル”としてのシナジー創出へ

※2026年度の優良事例報告会は、
エントリー制度など新たな取り組み
と方針を検討中です。

1 2 3

牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
需
要
拡
大

ヨーグルト＝健康食品ではなく「生活適合食品」

生活適合食品：若年層の生活に自然に適合し、健康機能のみならず、情緒的・機能的なニーズを充足する食品

目指す
ポジショ
ニング

制約構造

As-Is

To-Be

戦略の柱

意味の転換（What） 場所の転換（Where） 習慣の転換（How）

健康食品

趣味・嗜好食品

家庭内

生活動線

単品食品

組み合わせ食品

意味の再定義 生活動線への定着 生活習慣化
柱❶ 柱❷ 柱❸

日時：2026年10月17日（土）10：00～16：00（予定）
場所：東京都江東区 豊洲公園「花木とモニュメント広場」  

継続して取り組みます！

全国の関係者の活動指標となるKPI設定やテーマ設定（検討中）

・共通ロゴやPR動画の活用促進
・共通ハッシュタグによる活動連携
・メンバーのイベント情報の収集（AI活用）
・マッチング機能の構築など

ポータルサイトの充実と機能強化
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（広島県酪農業協同組合、広島県牛乳普及協会）

広島県酪農業協同組合 生産振興課 主事 児玉 尚子さん

（甲南女子大学）
甲南女子大学 社会学部総合社会学科

生活環境学専攻 教授
濵口 郁枝さん

　「ミルク風呂」で有名
な銭湯・小杉湯（東京・
杉並区）に隣接する
シェアスペース「小杉湯
となり」で、大学生の提
案をきっかけに、トーク
ショーと牛乳試飲のイ
ベントを開催。脂肪分
などが異なる牛乳を飲み比べた結果、９割以上の参加者が種類別表
示に興味を持ったとのこと。“体験を通じて選ぶ意識を育てる”活動と
して評価されました。（優良事例報告会レポートより）

（小杉湯となり ほか）

　年末年始の需給緩和期
に、大臣や省庁からの積極
的な情報発信を軸に官民
が連携し、全国で消費拡大
を実現した点が高く評価さ
れました。（優良事例報告会
レポートより）

（消費拡大に関わった皆さま）

　このたびの受賞に際
し、多くの皆さまのご
支援にあらためて深く
感謝申し上げます。
森永乳業Ｗｅｂメディ

ア「milushi みるし」は
「おもしろたのしい」切
り口でミルクサプライチェーンと生活者をつなぐ取り組みです。
　今後も、業界の皆さまと生活者に共感と参加を生む取り組みを広
げ、業界の魅力発信に貢献してまいります。

（森永乳業株式会社）
森永乳業株式会社 コーポレート戦略本部

マネージャー 鴨志田 真弓さん

　マツダスタジアムを訪
れる親子連れを中心に、
牛乳と酪農の魅力を発信
してきた継続的な取り組
みを評価していただき、あ
りがとうございます。この
4月には、女子小中学生を
中心とした軟式野球大会
を主催しました。今後もスポーツを通じて、子どもたちに牛乳の価値
を新しい体験や学びの機会として届けていきます。

　これからも地域の酪農
乳業と消費者をつなぐ架
け橋を目指してまいりま
す。今後は全国の乳業
メーカー様との連携を深
め、イベントや現地での
限定配布などを展開。ト
レカを起点に地域の酪農
の歴史やこだわりを発信し、ファンコミュニティを広げることで、牛乳
の消費拡大と地域活性化に貢献していければと思います。

７つのカテゴリに分けて選定

7カテゴリ・26件の優良事例を選出

（ご当地牛乳トレカプロジェクト）
NPO法人酪農乳業ネットワーク協会うしミル 理事長

ミルクマイスター®高砂さん

　このたびは、素晴ら
しい賞をいただき、大
変光栄に存じます。こ
れまで学生と共に積
み重ねてきた取り組
みを評価していただ
き、喜びを分かち合え
たことが大きな励みとなりました。今後も学生の柔軟な発想力を生
かし、牛乳の摂取量増加や消費拡大に寄与できるよう、牛乳のおいし
さや魅力を広げるレシピ開発に一層励んでまいります。

つながるスマイル、広がる協働
ノウハウ共有で活動のさらなる深化へ

　Jミルクは2026年3月24日、「2025年度 牛乳でスマイ
ルプロジェクト 優良事例報告会」を開催しました。全国
1,120以上の登録メンバーによる多彩な取り組みの中から、
新規性や普及性、継続性などの観点で7カテゴリ・26件の
優れた事例を選出し、審査を実施。その結果、メンバーの
活動の充実や、異業種を含む新たな連携・協働に寄与する
と評価された7件を表彰しました。選出した26事例の詳細
はポータルサイトで発信中です。皆さまの今後の活動の
参考としてご活用ください。

イベントレポート
はこちら

需給状況に応じたタイムリーな需要喚起（需給課題への対応）
地域特性を生かした体験価値の提供（リアルイベント・交流活動）
デジタル・コンテンツを活用した次世代（若年層）へのアプローチ
「異業種連携」による新たな接点と価値の創出
牛乳料理の魅力発信を通じた消費シーンの拡大
牛乳×スポーツによる健康価値と酪農理解の促進
消費者・関係者等を巻き込む共創型の消費拡大や普及活動

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼

「全国で生まれた取り組みが、点から線へ、そして面へと広がっている」と本プ
ロジェクトが着実に実を結んでいる意義を強調したJミルク会長・大貫陽一。

大臣や政府等による消費喚起呼びかけ1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

2 ファミリーマートでの
牛乳消費拡大キャンペーン

「湯上がり牛乳未来会議」
トークイベント＋ミルクテイスティング

「雪印メグミルクの湯」

岐阜県産牛乳の消費拡大のための取り組み

モ～っと牛乳料理してくだ祭

ゲーム『牧場物語』との連携

「みんなのヨーグルトアカデミー」

消費拡大に関わった皆さま

協同乳業株式会社、全国農業協同組合連合会、
株式会社ファミリーマート

九州生乳販売農業協同組合連合会
九州LoveMilkClub、
株式会社電通九州、株式会社リョーユーパン、
カルビー株式会社、味の素AGF株式会社

リソル株式会社、全国農業協同組合連合会

トモヱ乳業株式会社

森永乳業株式会社

みんなのヨーグルトアカデミー

株式会社マーベラス『牧場物語』

群馬県牛乳普及協会、上毛新聞社

岐阜県、岐阜県酪農農業協同組合連合会

雪印メグミルク株式会社

江崎グリコ株式会社

全国農業協同組合連合会、協同乳業株式会社

小杉湯となり、文教大学 小池姫歌、
よつ葉乳業株式会社、株式会社銭湯ぐらし、
株式会社小杉湯、81scks inc.、
有限会社 山村乳業、NPO法人うしミル

取り組み名No. メンバー名

ゴクッとモーニング！ミルクプロジェクト

築地本願寺でのホットミルクお振舞い

ミルク愛すキャンペーン
ミルクアイスが好きだ。アクション！

『ミルクとウシと酪農のWebメディア
「milushi みるし」』

牛乳で広がる！かんたんレシピ＆健康コラム

『welcome milk stand』

15 甲南女子大学
大学生が考えた牛乳を使用した料理を
「サンテレビ・兵庫県広報番組『ひょうご
発信！』」での放映や兵庫県広報誌で紹介

全国で開催される
牛乳・乳製品料理コンクール・コンテスト16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

「牛乳料理オススメレシピ」

おかやまミルクカップ2025 U-8

ミルクを飲もうじゃナイター

牛乳でスマイルプロジェクトin
マツダスタジアム2025

「牛乳で乾杯」、
Xで全国盛り上がり酪農応援

北海道牛乳普及協会、ホクレン農業協同組合
連合会、関東生乳販売農業協同組合連合会、
東海酪農業協同組合連合会、中国生乳販売
農業協同組合連合会、九州生乳販売農業
協同組合連合会ほか

一般社団法人ヨグネット

ご当地牛乳トレカプロジェクト

株式会社さとふる

こばちゃん

毎月30日「牛乳で乾杯」X投稿参加メンバー

広島県酪農業協同組合、広島県牛乳普及協会

東北生乳販売農業協同組合連合会

株式会社エブリー デリッシュキッチン

岡山県酪農乳業協会、おかやま酪農業協同
組合、岡山県サッカー協会キッズ委員会

一般社団法人全国牛乳流通改善協会

取り組み名No. メンバー名

ヨグネットのご当地ヨーグルト
POPUP・Podcast配信

「酪農応援プロジェクト」牛乳乳製品
飲んで、すすめて健康と元気を届けよう！！

酪していきぬくラジオ

ふるさと納税で消費を応援！
牛乳・乳製品特集

「ご当地牛乳トレカ」

九州生乳販売農業協同組合連合会 販売部 原田 智文さん
（九州生乳販売農業協同組合連合会 ほか）

26メンバーの
優良事例はこちら

　「牛乳でスマイルプロジェクト」では、今年度もメンバーの皆さまの
活動情報の収集・発信を図り、年度末に「優良事例報告会」を開催
する予定です。ポータルサイトでの優れた事例の共有が、全国各地
の特色ある取り組みにつながることを期待しています。

※　 は表彰事例

このたびは、優良事例賞に
選出していただきありがとうご
ざいます。朝食時に牛乳を飲む
人を増やすために各県のJR駅
付近でサンプリングを行いま
した。
　令和8年度も引き続き、物価
高な中でも牛乳を1本でも多く
手に取っていただけるよう、牛
乳の魅力や価値を伝える活動
に取り組んでまいります。
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マテリアリティの実現に向けた
Ｊミルクの取り組み

８ 総務関連事業

７ 国際関連事業

６ 需要創出特別事業

５ コミュニケーション関連事業

４ 学術調査関連事業

３ 戦略ビジョン推進事業

２ 酪農乳業需給変動対策特別事業

１ 生産流通関連事業

【Ｊミルクの主な事業】

　第5期中期3か年計画（2024～26年度）の最終年度として、各事業の進捗状況を検証し
つつ、新たな課題にも対処しながら総括的に取り組みます。３つの重点事項に基づいて各
事業の役割・位置付けを明確化し、酪農乳業のマテリアリティの実現に向けて、組織一体と
なった事業展開を図っていきます。

① 日本酪農の生産基盤の維持・強化 【Ⅰ】 【Ⅲ】
② 安全で安心される良質な牛乳乳製品の安定的な提供 【Ⅰ】 【Ⅱ】【Ⅲ】
③ 牛乳乳製品の消費拡大 【Ⅱ】【Ⅲ】
④ 温室効果ガス排出量の削減 【Ⅰ】【Ⅲ】
⑤ 労働者の安全と権利の確保 【Ⅰ】【Ⅲ】
⑥ アニマルウェルフェアに配慮した飼養管理 【Ⅰ】【Ⅲ】
⑦ 日本の酪農乳業の意義と持続可能な取り組みの見える化 【Ⅲ】

Jミルク 2026年度事業計画の概要
～ 酪農乳業のマテリアリティ実現のために ～

2026年度
事業計画及び収支予算書

●酪農乳業関係者へのアンケート調査の結果や、「マテリアリティ」の進捗状況
等を踏まえ、酪農乳業の新たな課題の抽出・解決のための、Jミルクの役割・
機能を明確化する

●業務体制の見直しと業務内容の「選択と集中」を検討し、中期計画に反映さ
せる

新たな「中期3か年計画」（2027～29年度）に向けて

需要創出特別事業

「牛乳でスマイルプロジェクト」の下で、業界一体となった
需要拡大活動を推進するとともに、業界内外の連携・コラボを
促進し、活動事例の収集と横展開を図る。
また、以下の需要創出活動にも引き続き取り組む。
●「ヨーグルトの需要拡大」…中長期事業戦略を踏まえ、全国の生処販の関係
者とも連携しながら、実需につながる価値訴求に取り組む

●「牛乳の日･牛乳月間」や不需要期の集中的な活動推進、牛乳販売店との
連携など、全国各地で集中的な消費者向け活動を推進する

●「既存の取り組み・コンテンツによる需要創出」…関係者とも連携して、「ニッ
ポンミルクガイド」「乳和食」「土日ミルク」など既存コンテンツのさらなる活
用を推進する

●「アンチミルク対策」…専門家と連携し、エビデンスに基づき適切に対処する

①コンテンツ開発事業
●栄養面やおいしさなどの価値や魅力が消費者に伝わり、行動変容につな
がるコンテンツを開発する

②コミュニケーション事業 
●各種媒体やSNSを活用した的確な情報提供と、メディアとの関係構築を
戦略的に推進する

コミュニケーション関連事業

コンテンツ開発とメディアを通じた情報発信・コミュニケーション
により、酪農乳業の意義や持続可能性への取り組みの可視化、
牛乳・乳製品の価値訴求を図る

①学術研究知見集積事業
●業界課題の解決につながるエビデンス創生としての「乳の学術連合」活動
を支援する

●業界関係者と研究者の相互交流による課題とエビデンスを共有する
●「乳の価値」を生かした食育の実践・普及・定着を図る

②調査･情報利用促進事業
●研究成果やエビデンス情報の発信による「乳の価値」向上に取り組む
●需要拡大や理解醸成に資する調査の実施とデータ活用を促進する

学術調査関連事業

学術研究知見の集積と、調査・情報利用の促進を通じて、酪農乳
業と牛乳・乳製品の価値向上、需要拡大の取り組みを支援する

●脱脂粉乳在庫削減対策を引き続き実施し、事業の適切かつ円滑な運用に
努める

●関係団体等の協力を得ながら、本事業基金への同意者を拡大する取り組み
を推進する

●脱脂粉乳の需給ギャップ縮小に向けた取り組み方策や基金規模のあり方な
どを検討し、関係者のコンセンサスを得ながら機動的に対応する

酪農乳業需給変動対策特別事業

生乳需給と酪農乳業経営の安定に資するため、酪農乳業需給
変動対策基金を活用した在庫削減対策などを実施する

戦略ビジョン推進事業

酪農乳業関係者、農林水産省、各部会やワーキングチームと連携
しながら、改訂版・戦略ビジョンのマテリアリティの実現を支援する

①酪農生産基盤強化総合対策事業
●酪農生産基盤の維持・強化を図るため、次世代の担い手を確保する取り
組みを支援する

②酪農乳業持続可能性強化事業
●「酪農乳業AWポリシー」の周知及び協力拡大や酪農現場でのGHG排出
量の実態把握に努め、農林水産省と連携しAWやGHGに関する目標設
定に取り組む

●酪農生産者及び乳業者等の労働安全に関する実態把握を行い、目標設
定等を検討する

●酪農乳業の意義と持続可能な取り組みの「見（魅）せる化」特設サイトを構
築・拡充し、酪農乳業関係者やステークホルダーの理解促進を図る

③戦略ビジョン・特別対策運営事業
●改訂版・戦略ビジョンの実行策の検討、進捗状況把握のほか、マテリアリ
ティに関する目標設定などについて総合的に協議する

生産流通関連事業

生乳の需給安定、品質向上、学乳制度の堅持など、酪農乳業の
課題解決に向けた取り組みと情報提供を行う

①需給安定対策事業
●AI活用を含む予測モデルの検証・改善により予測精緻化に取り組み、タイ
ムリーな情報提供を図る

●需給情報連絡会による関係者間での情報・課題共有を強化する

②安全性確保･品質向上事業
●「定期的検査」と「アフラトキシンM1検査」の着実な実施を支援する
●研究機関と連携し、風味変化（自発性酸化臭等）の要因解明・発生リスク
低減方策を検討する

●日本独自の品質・規格整備に向けた議論を継続する

③学校給食用牛乳等共通課題対策事業
●農林水産省や関係団体と連携した供給体制の維持・支援に取り組む
●小学校での給食無償化の動きや配送コスト低減など、現場課題の解決
支援につながる情報提供と「協議の場」を設定する

④調査情報・管理事業
●データ利活用の対象を拡大し、業界関係者・学生・一般の方 ま々で幅広く
対応する

●プラットフォームの改善を図り、タイムリーかつ利便性の高い情報発信を
追求する

 国際関連事業

国際機関との連携や国際情報の収集提供を軸に、日本の酪農
乳業の意義と持続可能な取り組みを国内外に発信する

①国際機関連携事業
●国際委員会を通じて、酪農乳業の持続可能性に関する世界的な取り組
み・枠組みに関する活動や、国際規格・国際標準分析方法等の検討審議
に参画する
●日本の酪農乳業のマテリアリティ推進に有益な、海外の活動や情報等を
国内活動と連携させる取り組みを推進する

②国際情報収集提供事業
　●定期刊行物、各種研究会、特設サイトなどを通じて、国内課題の解決に

資する海外事例・国際情報を発信する

総務関連事業

機能的かつ効率的な組織体制の構築に向け、各事業を
総合的に支援する
●業務の効率化に資する生成ＡＩの活用を進める
●職員が働きやすい職場環境を整備する
●ガバナンス確保に向け、諸規程の整理・見直しや外部専門家の活用を進める
とともに、コンプライアンス推進を図る

●一層の経費節減に取り組む

「改訂版・戦略ビジョン」で定めた酪農乳業のマテリアリティ（重要課題）

【Ｊミルクの重点事項】

【Ⅰ】 酪農の生産基盤強化と持続可能な酪農乳業の確立に向けた取り組み

【Ⅱ】酪農・牛乳乳製品の価値向上と需要拡大のための取り組み

【Ⅲ】国内外の多岐にわたる情報発信の取り組み
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　見(魅)せる化のプラットフォームとなるウェブサイトを公開することができました。2026年度以降は、酪農乳業関係者の
事例、動画制作などによりさらなるコンテンツの充実を図ってまいります。より具体的な事例を発信できるよう、関係する
取り組みを進めている団体・企業の取材等のご協力をお願いいたします。

酪農乳業アニマルウェルフェアポリシー パートナーシップ協力者の申請状況

「マテリアリティ」に関するプラットフォームサイトの運用がスタート

国際関連情報

International
Information

「2025年度 日本の持続可能な酪農研究会」オンデマンド配信中

Healthy People, Healthy Planet, Healthy Economics
（健全な人、健全な地球、健全な経済）

国際グループ 部長
戸塚 新一
Shinichi Totsuka

生産流通グループ 次長
関 芳和
Yoshikazu Seki

ＩＤＦワールドデーリーサミット2026」

国際Dairyレポート

2026年11月15日～20日にオークランド・ニュージーランド 国際会議センターで開催！

公式サイトは
こちら

IDFサイト
オンライン登録は

こちら

◆１ 開会挨拶
◆２ 講演会
◆３ 討論会
◆４ 事務局からの連絡
◆５ 閉会挨拶

Ｊミルク 国際Dairyレポート

国際グループ 専任部長
秋山 正行 Masayuki Akiyama

　海外市場の動向や、持続可能な酪農乳業に関する事例・研究、国際組織の取り
組みなどをご紹介します。最新号では下記のトピックスを掲載予定です。Jミルク
サイトで公開中のバックナンバーもぜひご覧ください。

　世界各国から第一線の研究者や酪農乳業関係者らが集い、幅広い参加者に訴求するテーマを
扱う全体討論や最新事例のポスター発表などを通じて、酪農乳業の現状や今後の課題と可能性
を共有します。ニュージーランドの酪農場や生産・研究施設へのテクニカルツアーも実施。世界の
酪農乳業の「いま」を肌で感じられる貴重な機会です。

　マテリアリティの１つでもある
「アニマルケア（アニマルウェル
フェア等に配慮した飼養管理）」
に対応するため、Jミルクは「酪農
乳業アニマルウェルフェアポリ
シー」を策定しました。すでに全
国32団体・事業者からポリシー
の推進に向けて「パートナーシッ
プ協力者」の申請をいただきまし
た。特に、酪農生産者・団体や乳
業者の皆さまの申請をお待ちし
ております。

「改訂版・戦略ビジョン」で示した酪農乳業のマテリアリティの実現に向け、その必要
性や取り組みを可視化する特設サイトを開設しました。酪農乳業関係者をはじめ、特に
牛乳・乳製品に関心の高い流通関係者や消費者に、アニマルウェルフェアや温室効果
ガスの削減といった、持続可能な酪農乳業の構築に向けた情報発信を行います。今後
は関係者の活動事例紹介や動画制作など、コンテンツのさらなる充実を図ります。

　『“サステナ酪農”の理解と実践』をテーマに、
３月２日に開催された研究会の模様をオンデマン
ド配信中。講演、事例報告、討論会などを個別再
生できます。講演資料もダウンロードできます。

サミットテーマ

国際Dairyレポート
はこちら

くわしくは
こちら

オンデマンド
配信はこちら

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

都道府県

①酪農生産者・生産者団体(農協等)

事業者名
東京都 一般社団法人中央酪農会議
東京都 全国農業協同組合連合会
東京都 全国酪農業協同組合連合会
北海道 ホクレン農業協同組合連合会
宮城県 東北生乳販売農業協同組合連合会
東京都 関東生乳販売農業協同組合連合会
新潟県 北陸酪農業協同組合連合会
愛知県 東海酪農業協同組合連合会
大阪府 近畿生乳販売農業協同組合連合会
岡山県 中国生乳販売農業協同組合連合会
香川県 四国生乳販売農業協同組合連合会
福岡県 九州生乳販売農業協同組合連合会
北海道 えんゆう農業協同組合
北海道 佐呂間町農業協同組合

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

都道府県

②乳業メーカー・乳業者団体

事業者名
東京都 一般社団法人 日本乳業協会
東京都 全国農協乳業協会
東京都 全国乳業協同組合連合会
北海道 ノースプレインファーム株式会社
北海道 北海道乳業株式会社
北海道 よつ葉乳業株式会社
東京都 協同乳業株式会社
東京都 株式会社 明治
東京都 森永乳業株式会社
東京都 雪印メグミルク株式会社
岐阜県 有限会社　牧成舎

1
2

都道府県

④飼料関係事業者

事業者名
東京都 明治飼糧株式会社
東京都 森永酪農販売株式会社

1
都道府県

③畜産関係団体

事業者名
東京都 公益社団法人畜産技術協会

1
都道府県

⑤動物用医薬品関係事業者

事業者名
熊本県 明治アニマルヘルス株式会社

1
都道府県

⑦教育・研究関係(大学等)

事業者名
北海道 学校法人酪農学園フィールド教育研究センター1

2

都道府県

⑥酪農指導支援団体・事業者

事業者名
北海道 一般社団法人アニマルウェルフェア畜産協会
東京都 一般社団法人日本動物福祉認証機構

5月15日現在の申請状況（32団体・事業者)

　マテリアリティへの対応を、「根幹的課題への対応」
「地球にやさしく」「人にやさしく」「牛にやさしく」の視
点で解説します。生産や製造、流通現場での、改善に
向けた具体的な取り組みも紹介していきます。

　わが国の酪農乳業が食料生産で果たしている役割の重要性
と、産業構造の特徴、将来的な課題などを、豊富なデータでわか
りやすく紹介。業界関係者と流通・消費者双方に、酪農乳業の未
来を考えるヒントを提供していきます。

岡島 江里主任
菅沼 修国際グループ 参与

Osamu
Sugamuma

Eri
Okajima

次号Vol.19のトピックス（予定・抜粋）

◆持続可能な酪農乳業の新しい試み：
　① 「酪農乳業セクターの気候目標への貢献－欧州と米国の最新サステナビリティ戦略」
　② 「乳牛の暑熱ストレス管理　科学的知見に基づく飼養・育種・栄養管理による総合的
　 　 アプローチ」

◆国際組織の活動：
● GDP「『持続可能性』の活動『DSF』の進捗と日本からの報告」
● IFCN「2025年の世界生乳生産量、過去10年で最大の伸び」
● IDF「2024年の世界の酪農乳業を振り返る～世界の酪農情況2025より～」

2026年
6月発刊！

引き続き申請
受け付け中です

申請フォームは
こちら

※プログラムは変更する可能性がございます。主なプログラム

ニュージーランドの酪農科学・技術革新の100年
歓迎レセプション

開会式・式典／全体会議：デーリー・リーダーズ・フォーラム

全体会議：世界の酪農情況の最新情報と見通し／
IDFフォーラム／トランスフォーメーションのユニークな側面

全体会議：地政学、食糧、貿易

全体会議：将来の食料システムにおける乳製品の役割

全体会議：閉会の辞／ガラディナー

温室効果ガス（GHG）
削減公約の達成

温帯の放牧システム
牧草から市場へ

バイオセキュリティ
の経済性

将来の食の選択を
左右する要因

加工・包装における
持続可能性

自然に基づく解決策：
市場から農場へ

乳製品貿易障壁と歪みの動向：
市場への影響と対応

加工食品をめぐる変化する
物語をナビゲートする

IDFデーリーイノベー
ション賞及びIMP賞

パベル・イェレン若手科学
者賞及びポスター口頭発表

変動性の管理と
レジリエンスの構築

農場における技術と
イノベーション

将来の農業に
向けた適応

乳脂肪の旅 信頼、信用、確信のための
コミュニケーション

現在および新興の
汚染物質の概況

IDFによるコーデックス
への関与の価値

人生の各段階における
乳製品の潜在的可能性

乳製品のサプライ
チェーンの進化：子牛の機会

活気あるコミュニティを
支える乳製品

ファーマーズディナー

AM
PM

AM

AM

PM

PM

11月15日（日）

11月17日（火）

11月18日（水）

11月16日（月）
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―

実
践
研
究
に
取
り
組
ん
だ
背
景
と
、カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
策
定
の
経
緯
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

貝
原
俊
明
校
長

本
校
の
子
ど
も
た
ち
は

元
々
、朝
食
を
食
べ
な
い
子
が　

％
近
く
い

ま
し
た
し
、夜
更
か
し
や
睡
眠
不
足
も
目
に

つ
き
ま
し
た
。

　

体
育
や
運
動
だ
け
で
な
く
、食
事
や
生
活

習
慣
の
改
善
も
含
め
た
健
康
教
育
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、牛
乳
を
教
材
と

し
た
実
践
研
究
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。検
討
し
て
み
る
と
、牛
乳
は
身
近
で
、乳

製
品
や
酪
農
ま
で
含
め
る
と
学
習
の
幅
も
広

が
る
と
思
い
、子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学

べ
る
素
材
だ
と
考
え
、全
学
年
で
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。

川
邉
晃
一
研
究
主
任　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策

定
で
難
し
か
っ
た
の
は
、先
生
方
の
中
で「
牛

乳
＝
食
の
学
習
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
こ
と
で
す
。食
だ
け
に
偏
ら
な
い
よ

う
、各
学
年
に
自
由
度
の
あ
る
授
業
展
開
を

検
討
し
て
も
ら
い
つ
つ
、６
学
年
を
通
し
た

統
一
的
な
指
導
計
画
へ
と
擦
り
合
わ
せ
る
過

程
に
時
間
を
か
け
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
、低
学
年
は「
早
寝
早
起
き
・
食

べ
方
」、中
学
年
は「
歯
の
健
康
・
体
力
向
上
」、

高
学
年
は「
骨
の
健
康
・
将
来
の
生
き
方
」と

発
達
段
階
に
応
じ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、生

活
や
運
動
と
も
結
び
つ
け
な
が
ら
、系
統
的

に
積
み
上
が
る
設
計
に
し
ま
し
た
。

―

各
学
年
で
の
実
践
内
容
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

田
倉
直
教
諭　

４
年
生
は
、子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て〝
出
さ
れ
る
か
ら
飲
む
〞存
在
だ
っ

た
牛
乳
を
見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

な
ぜ
毎
日
給
食
に
出
る
の
か
を
調
べ
、日
本

乳
業
協
会
の
方
に
よ
る
出
張
授
業
や
乳
製
品

づ
く
り
体
験
も
交
え
て
、栄
養
面
や
加
工
・

流
通
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。３
年
生
・
国
語

の「
す
が
た
を
か
え
る
大
豆
」の
既
習
事
項

と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、牛
乳
も
形
を
変
え

て
健
康
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
し
や

す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学
習
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
選

ん
だ
の
は
、牛
乳
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
作
っ

て
広
め
る
こ
と
。実
際
に
地
域
の
ス
ー
パ
ー

へ
レ
シ
ピ
集
を
持
参
し
た
と
こ
ろ
、担
当
者

か
ら「
学
校
が
休
み
に
入
る
と
牛
乳
売
場
を

拡
張
す
る
の
で
あ
り
が
た
い
」と
い
う
言
葉

を
も
ら
い
ま
し
た
。普
段
当
た
り
前
に
飲
ん

で
い
る
給
食
の
牛
乳
が
社
会
と
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
、子
ど
も
た
ち
も
実
感
し
た
様

子
で
し
た
。

　

城
智
絵
教
諭　

５
年
生
で
は
牛
乳
の
学
習

を
進
め
る
中
で
、生
産
者
と
消
費
者
の
関
係
、

社
会
問
題
と
し
て
の
牛
乳
の
過
不
足
と
い
っ

た
点
ま
で
視
野
を
広
げ
ま
し
た
。６
年
生
で

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
健
康
や
学
習
、学
校

生
活
を
見
つ
め
る　

時
間
の
実
践
を
行
い
、

酪
農
家
さ
ん
の
出
張
授
業
な
ど
も
含
め
て
、

将
来
の
生
き
方
や
働
き
方
を
考
え
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、教
室
内
に

「
当
た
り
前
」を
問
い
直
し

牛
乳
か
ら
社
会
と
生
き
方
へ

入
っ
て
き
た
害
獣
の
駆
除
が
話
題
に
な
っ
た

際
、「
人
間
の
都
合
で
生
き
物
の
命
を
扱
っ

て
い
い
の
だ
ろ
う
か
」「
牛
乳
が
余
っ
た
と

き
に
、牛
の
処
分
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
た

酪
農
家
さ
ん
と
同
じ
で
は
」と
い
う
声
が
上

が
っ
た
の
で
す
。命
を
軽
ん
じ
て
い
な
い

か
、と
の
違
和
感
が
子
ど
も
の
心
に
残
り
、

恩
恵
や
被
害
、生
産
者
と
消
費
者
の
バ
ラ
ン

ス
と
い
っ
た
多
角
的
な
視
点
で
社
会
を
捉

え
る
感
覚
が
育
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―

実
践
研
究
の
成
果
と
、牛
乳
や
酪
農
乳

業
の
教
材
利
用
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

田
倉
教
諭　

実
践
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
、給
食
を
残

さ
ず
食
べ
る
、早
寝
早
起
き
な
ど
の
項
目
で

改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。高
学
年
の
子
ど
も
た

ち
が
低
学
年
の
学
級
の
牛
乳
の
飲
み
残
し
を

気
に
か
け
る
な
ど
、牛
乳
を
飲
む
こ
と
へ
の

意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

城
教
諭　

今
回
の
実
践
を
通
し
て
気
づ
い

た
の
は
、子
ど
も
た
ち
の
心
の
健
康
や
、安
心

し
て
学
べ
る
環
境
の
重
要
性
で
す
。そ
の
土

台
が
あ
っ
て
初
め
て
、学
習
し
た
内
容
が
届

き
、他
者
へ
の
思
い
や
り
や
自
分
を
大
切
に

す
る
行
動
に
つ
な
が
る
。健
康
と
は
、そ
う
し

た
学
び
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る「
副
産
物
」

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

川
邉
研
究
主
任　

教
材
や
実
践
面
で
は
、

牛
乳
は
食
や
栄
養
だ
け
で
な
く
、生
産
者
、

命
、社
会
問
題
、環
境
な
ど
多
面
的
に
扱
え
る

題
材
だ
と
再
確
認
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、牛

乳
や
酪
農
乳
業
関
係
の
資
料
や
情
報
が
学
校

に
多
く
届
い
て
い
る
こ
と
に
、あ
ら
た
め
て

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。実
践
研
究
は
ゼ
ロ
か

ら
作
り
上
げ
る
も
の
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

こ
う
し
た
既
存
の
教
材
や
資
料
を
活
用
す
る

こ
と
で
、よ
り
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能

に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

貝
原
校
長　

今
回
の
実
践
研
究
で
は
意
図

的
に
、豊
富
な
体
験
活
動
や
出
張
授
業
を
組

み
込
み
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
牛
乳
や
酪

農
の
背
景
に
あ
る
、人
間
や
生
き
物
の
営
み

を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
、主
体
的
で
深
い
学

び
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。地
域

の
乳
業
団
体
や
企
業
、酪
農
家
さ
ん
と
の
連

携
に
よ
っ
て
、こ
う
し
た
実
践
が
よ
り
多
く

の
学
校
に
広
が
っ
て
い
け
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

見
え
て
き
た
生
活
課
題
を

全
校
で
の
健
康
教
育
の
起
点
に

牛
乳
は
多
面
的
に
扱
え
る
教
材

深
い
学
び
を
支
え
る
基
盤
に

「身近な牛乳を起点に生き方やキャリ
ア教育まで展開できることが示せた」
と振り返る貝原俊明校長。

各学年の学習成果をまとめたポスター。出張授業や乳業工場・牧場見学の他、
1年生と3年生は乳搾り体験も。「生き物に触れるリアルな体験が、学びを一気
に進めるエネルギーになったと感じた」（川邉研究主任）

「教員側にも気づきの多かった2年間。
今後の授業に生かしていきたい」と話
す川邉晃一研究主任。

「牛乳への興味関心、人や生き物への思いやりが育った」と子どもた
ちの変化を語る田倉直教諭（右）と城智絵教諭（左）。

牛
乳
か
ら
社
会
へ
つ
な
が
る
学
び

酪
農
乳
業
と
連
携
し
、「
健
康
」テ
ー
マ
に
全
校
実
践

町
田
市
立
南
第
四
小
学
校
で
は
、「
す
す
ん
で
健
康
的
な
生
活
を
送
ろ
う
と
す
る

児
童
の
育
成
」を
テ
ー
マ
に
、食
・
生
活
習
慣
・
運
動
を
柱
と
す
る
２
年
間
の
実
践

研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。給
食
で
毎
日
飲
む
身
近
な
牛
乳
か
ら
ど
ん
な
学
び
が

生
ま
れ
た
の
か
、関
係
者
に
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

東
京
都
・
町
田
市
立
南
第
四
小
学
校

貝
原
俊
明

校
長

（
か
い
ば
ら
と
し
あ
き
）

田
倉
直

教
諭

（
た
く
ら
な
お
）

城
智
絵

教
諭

（
じ
ょ
う
と
も
え
）

研
究
主
任

川
邉
晃
一
（
か
わ
べ
こ
う
い
ち
）

１0

７0

澤邉 潤 先生
（牛乳食育研究会会員 /
新潟大学 人分社会科学系 准教授）

磯沼ミルクファーム
（東京都八王子市）

トモヱ乳業株式会社
（茨城県古河市）

株式会社石田牧場
（神奈川県伊勢原市）

株式会社加茂牧場
（千葉県八千代市）

雪印こどもの国牧場
（神奈川県横浜市）

タカナシ乳業株式会社
（神奈川県横浜市）

一般社団法人日本乳業協会

一般社団法人日本乳業協会 企画・広報部長
（いりむらひとし）入村 仁 氏

（かどや しげき）先生

　とても素直なお子さんばかりで当協会としても取り
組みやすい学校でした。事前に牛乳について学習して
もらっていましたので、カッテージ風とアイス作りの実
習を通して、牛乳についてより理解を深めてもらえた
と思います。これからも日常生活において牛乳・乳製
品を継続的に摂取していただきたいと考えております。

牛乳食育研究会代表幹事
広島大学名誉教授
国立教育政策研究所 名誉所員

角屋 重樹

現在、学校教育では、新しい視点からのカリ
キュラム開発が求められています。今回、町田
市立南第四小学校は、学校給食の牛乳を中核
とする「食育」の視点から、健康教育に関する

カリキュラム開発に取り組みました。
具体的には、学校給食において重要な役割を担う牛乳に着目し、その

生産現場である牧場から、加工や流通過程、さらに消費する場などを子ど
もたちの学習対象としたことに加え、食育のキーワードである「目的に対
する適切性」や「バランス」の視点を内在させ、学校給食をはじめ、保健体
育、社会科、家庭科などを有機的に統合した開発の内容となっています。
　このような研究は、牛乳をテーマとする今後のカリキュラム開発に新た
な地平を切り開くものであると考えます。

カリキュラム開発の新たな地平を開く実践

4年生の「すがたをかえる牛乳」実習を担当しました！

実践研究にご協力いただいた関係者の皆さま

「牛乳を教育財とした成果を健康教
育の好事例として広く発信していき
たい」と話す新井拓統括指導主事。

「
私
の
元
気
は
私
が
つ
く
る
」を
体
現
す
る
、

健
康
教
育
の
好
事
例
〜
南
第
四
小
の
研
究

成
果
と
町
田
っ
子
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
〜

町
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
指
導
課

新
井
拓

氏

統
括
指
導
主
事

（
あ
ら
い
た
く
）

　

南
第
四
小
学
校
は「
す
す
ん
で
健
康
的
な

生
活
を
送
ろ
う
と
す
る
児
童
の
育
成
」を
掲

げ
、食
・
生
活
習
慣
・
運
動
を
３
本
柱
と
し
た

先
進
的
な
研
究
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
の
取
り
組
み
は
、町
田
っ
子
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
第
１
期
・
第
２
期
が
重
視
す
る

「
生
活
習
慣
の
基
礎
形
成
」や「
理
論
的
根
拠

の
付
加
」を
具
現
化
す
る
も
の
で
す
。特
に

Ｊ
ミ
ル
ク
と
連
携
し
、毎
日
飲
む
牛
乳
を
起

点
に
生
産
や
社
会
、環
境
、キ
ャ
リ
ア
教
育

へ
と
多
面
的
に
学
び
を
深
め
た
点
は
、単
な

る
知
識
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
な
い
、主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
具
体
的
な
価
値

あ
る
実
践
例
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

実
態
調
査
で
確
か
な
成
果
が
見
ら
れ
た
点

も
極
め
て
有
意
義
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、牛
乳
を「
教
育
財
」と
し
て
活
用

し
た
研
究
成
果
を
、本
市
の
健
康
教
育
の
好

事
例
と
し
て
広
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
都
・
町
田
市
教
育
委
員
会
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編集後記

毎年実施している全国１万人の大規模消費者調査。2025年度は、牛乳利
用が増加または減少した層の特徴を、価格上昇許容度、栄養価への期待、情
報感度、健康意識などの観点で分析しました。

Jミルクの新しい業務担当者

学術調査グループ 課長

勝野 眞也
Shinya Katsuno

※2026年4月1日付け

新
任

❶乳の学術連合
　（社会文化ネットワーク）
❷Ｊミルクライブラリー
❸栄養士会連携

食生活動向調査
インバウンド消費者調査

Googleフォームからも
登録できますＪミルク メルマガ

milkday@j-milk.jp

　今号では、「牛乳の日・牛乳月間」をはじめ、「牛乳でスマ
イルプロジェクト」の取り組みや2026年度事業計画、各グ
ループの最新情報、教育現場での実践事例など、幅広い
話題をお届けしました。制作にあたりご協力いただいた
関係者の皆さまに心よりお礼申し上げます。 
　2026年度も、人と人とのつながりや連携の力を大切に
しながら、現場の皆さまの思いを丁寧に受け止め、日本の
酪農と国産牛乳・乳製品の魅力や意義を広く発信してま
いります。 

milkday@j-milk.jp
（ご意見・ご感想お待ちしております）

コミュニケーショングループ 部長

鈴木 浩子

Hiroko
Suzuki

Jミルクリポート

　JミルクではWebサイトに掲載の最新記事や
おすすめ情報を毎月1日発行のメールマガジンで
お届けしています。スマホでも読みやすく配信
中。ぜひご登録ください。
お申し込み方法：①お名前 ②ご 所属 ③メールアドレスを
ご記入の上、下記までご連絡ください。

メルマガ会員募集中！

お答えします！
ミルクの気になる

&

vol.14

Jミルク ミルクの気になるギモン

「ミルクの気になるギモンQ&A」では、
牛乳・乳製品や酪農乳業にまつわる身近
な疑問を、最新のエビデンスを示しながら
わかりやすく解説しています。シリーズの
バックナンバーはJミルク公式サイトで公
開中。ダウンロードして印刷すると、配布
用のチラシとしてもお使いいただけます。

「愛してミルク？」のロゴに描かれているのは、ミルクの妖精「ミルミーちゃん」と
牛飼いの「カウカウさん」。ミルミーちゃんは体の形を自在に変えられて、運動と（音楽
の）ロックが好き。カウカウさんも音楽と料理が得意で、牧場でときどきエアギターを
披露するそうです。
　「牛乳の日」以外に、「運動してミルク？」「乾杯してミルク？」「乳和食してミルク？」
など派生バージョンも。ロゴデータや関連ツールは、Jミルク公式サイトで無償配布中。

info@j-milk.jp

　牛乳・乳製品に関するさまざまな“ウワサ”や“ギモン”を、わかりやすく
解説します。今回のテーマは「牛乳の日・World Milk Day」です。皆さん
にもおなじみのロゴから、活動の目的や意義を紹介します。

「ミルクの気になるギモン」の
バックナンバーはこちら

お 知 ら せ

日本の牛乳・乳製品市場を２つの視点で分析

SNSやポスターで見かけるこのロゴは、
何を意味しているの？

　「愛してミルク？」のロゴは、6月1日の「牛乳の日」と、
それに続く「牛乳月間」（6月）をPRするために国内で
使われているものです。関連するイベントのポスターや
のぼり、配布グッズ、SNSでの情報発信などで、皆さんも
目にしたことがあると思います。
　「牛乳の日・牛乳月間」は、2007年に日本酪農乳業協
会（現・Jミルク）が定めました。ロゴは2017年から使わ
れていて、「酪農乳業関係者と生活者が自らの“ミルク
愛”を表現し、つながり、広げる」という意味が込められ
ています。
　6月1日が「牛乳の日」になった由来は、「World Milk 
Day」という国際的な取り組みです。2001年、FAO（国
連食糧農業機関）は、牛乳や酪農乳業に対する理解と
関心を高めることを目的に、毎年6月1日を「World Milk 
Day」とすることを提唱しました。
　6月は、ミルクにとって特別な意味があります。欧米の

酪農産地では新しい牧草が育つ季節で、牛たちは放牧
地に出て青草を食べ始めます。そのためこの時期には、
ミルクをもたらす命や自然、働く人々に感謝するお祭り
が、各地で古くから行われてきました。
　「World Milk Day」には現在、100か国以上の政府・
公的機関、企業や酪農乳業団体、個人が、SNSやイベン
トなどを通じて参加しています。2025年には全世界で
のリーチ数が12億人に達するなど、国際的な“ミルクの
記念日”として定着しています。
　ちなみに、日本の「World Milk Day／牛乳の
日 2025」の取り組みは、グローバル・デイリー・
プラットフォームによる集計（SNSでのイベント言
及数）で世界１位を獲得しています。
　19年前に始まった日本での「牛乳の日」の取り組み
は、その継続性と広がりで、いま世界的にも高く評価さ
れているのです。

世界的な記念日「牛乳の日」に
みんなの“ミルク愛”のつながりと
広がりを表現しています

「ポータルサイト」 #牛乳でスマイル
～6月1日は牛乳の日・６月は牛乳月間～

牛乳でスマイル 牛乳月間

「牛乳の日・牛乳月間」ロゴ
ダウンロードはこちら

Jミルク 愛してミルク？

　１年以内に日本を訪れた５か国の外国人を対象としたアンケート調査
（2025年12月実施）の結果です。日本滞在中の牛乳・乳製品の摂取状況、
味や品質への評価の他、日本産と自国産品との比較、パッケージやPOP表記

への注目度など、インバウンド
戦略の策定に役立つデータが
得られます。

　Jミルクが国内の消費者と訪日外国人を対象に実施した大規模調査の結果を公表しました。
日本の牛乳・乳製品の価値を、国内消費者と訪日客の視点で多角的に分析。マーケティングの参考資料などにご活用ください。

牛乳乳製品に関する
食生活動向調査2025

国産牛乳乳製品の消費拡大につながる
インバウンド消費者調査

訪日外国人は”日本の牛乳”にどんな印象を持った？

■日本産牛乳の興味・飲用意向  【Q4】 【Q11】

■「牛乳」を飲む量や回数が減少した理由（いま現在）

■牛乳類の利用・飲用頻度
牛乳類は、 (a)一昨年から「飲まない」が継続的に増加、
 (b)「毎日複数回」「週3～4日」の比率減少が比較的大きい

(a)昨年同様に、「価格の上昇」と「経済的に厳しい」が2トップ
(b)昨年より「価格の上昇」の増加が目立つ
(c)昨年大きく増加した「経済的に厳しい」はやや減少、アンチミルク的な要因の伸長も目立つ

■日本産牛乳のイメージ  【Q3】

牛乳乳製品に関する
食生活動向調査 2025

Jミルク 食生活動向調査

出典：株式会社JTB
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N＝
2025 : 335
2024 : 350
2023 : 387
2022 : 362

いま現在、あなたご自身やご家族の
「牛乳」利用が減っているのは、
どんな理由や事情からだと思いますか（複数回答）。

いま現在、あなたは牛乳類をどれくらいの頻度で
飲んだり利用したりしていますか。

N＝
2025 : 8328
2024 : 8328
2023 : 10000
2022 : 10000
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1回

週5
～6日

週3
～4日

週1
～2日

週2
～3日

月1日
以下
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9.7 13.8 8.0 9.3 11.3 6.3 13.0 28.7

10.9 13.6 8.1 10.6 11.6 6.5 13.9 24.8

11.8 14.3 8.1 10.9 13.7 7.7 13.3 20.2

12.0 15.3 7.5 11.2 12.2 7.0 12.6 22.1


